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結果、TLR3 リガンドの Poly(I:C)は HSD11B1 と CYP11A1 をふくむ複数のグルココルチコイド合成酵素の
発現を増加させた。この Poly(I:C)による HSD11B1 の誘導は、TLR3 siRNA の事前処理により消失した。ま
た、TLR3 を組み込んだアデノウイルスベクターを培養表皮角化細胞に transfection したところ、Poly(I:C)
刺激による HSD11B1 と CYP11A1 の蛋白発現の増強が見られた。また、培養表皮角化細胞の細胞染色でも同
様の条件下で TLR3 を transfection した群で HSD11B1 と CYP11A1 蛋白発現増加が確認できた。これらに
より、ヒト表皮角化細胞では、Poly(I:C)刺激で TLR3 signaling を介した pathway で HSD11B1、CYP11A1
を含むステロイド合成酵素の発現が増加し、表皮でのコルチゾール発現、または活性化を促進する可能性が示




に TLR3 刺激が表皮内のステロイド合成酵素誘導因子となりうることを示した。 
 
